
第１２回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨（速報） 

○実施日時／令和２年４月１４日 ９時４５分～１０時１５分 

○発言要旨 

議事 発言 

次第１「本市の医

療体制について」 

※資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【事務局】 

 ・川崎市立病院を始め、市内医療機関の協力を得て、中等症患者を受け入れ

る重点医療機関について１７０床、重症患者を受け入れる高度医療機関に

ついて、２０床の病床を確保出来る目途が立った。 

次第２「各局区の

取組について」 

※資料に基づき、事務局から説明を行った。 

その他「緊急事態

宣言下における本

市行政運営方針に

ついて」 

※資料に基づき、事務局から説明を行った。 

【総務企画部】 

 ・重症化の恐れのある人等については、自宅勤務とするよう文書通達を行っ

ている。 

 ・今後も、社会情勢や職員の声を聞きながら対応していく。 

【健康福祉部】 

 ・保健所支援については、所属を超えた支援を行っている。 

 ・感染症対策については、会議室を開放するなどし、広くスペースを使って

いる。 

 ・コールセンターについては、市で１カ所に集約することを検討している。 

 ・福祉対策については、緊急貸付なども伸びてきており、困窮者支援の必要

性が生じている。 

 ・ネットカフェについても相当数が閉まっているため、そこから溢れた方へ

の支援を検討している。 

【川崎区本部】 

 ・現状、休暇取得が進んでいない。 

 ・休暇取得を進めるためには、ＢＣＰ発動の必要性なども聞かれている。 

【本部長】 

 ・休暇取得の件については早急に調整する。 

その他 【本部長】 

 ・現時点の本市の取組としては、医療体制の構築を最重要と考えている。 

 ・中等症患者の受入れについては、２００名の病床確保を当面の目標として

いる中、１７０床の確保の目途が立った。 

 ・今後については、コールセンターの運用を見直すなど、衛生部門への負担

軽減を図る。 

 ・また、感染症対策は長期的なものになる可能性があるため、持続的な対応

となるよう取り組む。 

以上 


